
令和2年度 学校経営計画書

岡山県立総社南高等学校

〇本校のミッション（使命、存在意義）

全県学区の普通科として、特色ある教育活動を通じ、校訓（誠実 創造 友愛）の精神を継承し、人

格の完成を図るとともに、グローバル社会に寄与する人材を育成する。

〇本校のビジョン（将来像、目指す姿）

（１）生徒の個性を伸ばし目標を実現させることができ、県民から期待され信頼される学校。

（２）誠実で協調性をもち、創造力を身に付けた知・徳・体のバランスのとれた生徒を育成する。

〇具体的な経営目標・計画

（目標１）

素直な心で粘り強く、多様な個性を認め合い、新しい世界を切り拓く力を育むことができる学校

・キャリアパスポートなどを活用して、生徒自らが学びに向かう力を育み、自己実現につなげられる

よう系統的な指導をする。

・担任や教科担当の指導力の向上を図るために、研修や研究協議を充実する。

（目標２）

これからの社会を生き抜く力を付け、心豊かでたくましい人材を育てる学校

・積極的な生徒指導を行い、自律心や規範意識を高めるとともに、非認知能力（忍耐力・衝動をコン

トールする力、協調性）を付けられるようにする。

・生徒の主体的な特別活動・部活動・社会貢献活動等の充実を図り、リーダーシップ、社会性・協調

性を育む。

・人権感覚の高揚を図るとともに、特別支援教育の充実を図る。

（目標３）

全県学区の普通科として、特色ある類型の更なる魅力化と新たな特色化を促進する学校

・国際・人文・理数・美術工芸の４類型の特色を打ち出し、それを情報発信する。

・多様な表現力を磨き新たな世界をクリエイトする人材の育成のために必要な教育課程を編成する。

・総合的な探究の学習や社会に貢献する活動を通して、社会の変化や地域の課題を発見し解決しよう

とする生徒を育成する。

（目標４）

働き方改革の推進

・個人と組織の働き方改革の提案を募集し、有効で効率化が見込めるものを実践する。

・Classiを全学年で活用し、業務の効率化を図り、組織的な改革を実践する。

○内外の環境分析

◎ 明るく素直で活気があり、学校行事や部活動に一生懸命取り組んでいる生徒が多い。

◎ 社会貢献活動や学校行事等を通じて、地域から信頼が得られるようになっている。

◎ 全県学区であるが、地元からの進学者が40％になった。

◎ 多様な生徒への進路指導や教育相談にも熱心で面倒見がいい教員が多い。

● 学習習慣が身に付いていない生徒が多く、学びを活かそうとする力が弱い。

● クラス減に伴う教員数減において、業務内容の偏りを平準化することができていない。


